












本研究では，咽頭・喉頭筋における fatty acid-binding protein（FABP）の発現，並びに，食餌形態（テ
クスチャー）の違いによる咽頭・喉頭筋の生後発育への影響を明らかにすることを目的として行った。ddY
系マウスを用い，固形食飼育（SD）群と流動食飼育（LD）群の２群に分けて，抗心筋型-FABP（H-FABP）
抗体と抗 fast-myosin heavy chain（F-MHC）抗体を用い免疫組織化学的に検討し、顕微鏡で観察した。観
察対象は軟口蓋筋，咽頭収縮筋，および内喉頭筋（外側輪状披裂筋，甲状披裂筋，披裂間筋，後輪状披裂
筋）とした。その結果，全ての内喉頭筋は F-MHC 陽性筋線維を含んでいた。一方，H-FABP の発現は内喉頭
筋にほぼ均質に認められ，特に後輪状披裂筋と披裂間筋においてその発現強度が強かった。また，H-FABP









脂肪酸代謝が大きな役割を果たしている可能性が示唆された。また，LD 群では SD 群と比較して，披裂間
筋と後輪状披裂筋における H-FABP 免疫活性の発現が低かった。このことから，テクスチャーの違いが内
喉頭筋の生後発育に影響を与えている可能性が示唆された。 
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